
 

 

  

 

 2008 年 7 月 30 日 

一色 徹様 

 渡邉義典 

 

 ｢日本留学展｣(日本留学フェアー)応援 

 

下記のとおり報告します。 

 

１．2008 年日本留学展  

 高雄：7 月 12 日(土)  

台北：7 月 13 日(日) 会場：世界貿易センター２Ｆ 

 

２．主催：独立行政法人日本学生支援機構（ＪＡＳＳＯ） 

 共催：全国専修学校各種学校総連合会 社団法人東京都専修学校各種学校協会 

 財団法人日本語教育振興会 

 後援：財団法人交流協会 亜東関係協会 

 協賛：日本奨学金留学生聯誼会 台湾留日同学会 財団法人語言訓練測験中心 

 

３．参加学校(台北の場合) 

 3.1 大学：50 校 早稲田 慶応 明治 立教 北大 横国大 京大 琉球大 

 日大 東海大 上智大 中央大 ほか有名校多数 

3.2 専門学校・各種学校：111 校 文化服装学院 ＪＥＴ日本語学校(金美齢さん経営) 

 メイ・ウシヤマ学院 ペット専門学校等等多数 

3.3 宿舎斡旋の不動産業者：レオパレスなど数社 

3.4 その他、日本での生活相談コーナーなど 

 

４．参観者概算 8 千人くらいか？(昨年が 5 千人弱で、昨年より大幅増加・会場は混雑し 

 て、歩行困難なほど込み合う。） 

 

５．各学校のブースは旗や写真で飾りつけ、専門学校では浴衣姿の女性を大勢並べて 

 日本情緒をアピールするところもいくつかあった。拓大はそろいのＴシャツ 

 

６．受付体制：各校に主催者から通訳女性(日本留学経験者が主)を二人割り振り。 

 各校は日本から 2～5 人を派遣。 

 

７．早稲田の体制：(台北の場合) 

7.1 大学職員を二人派遣。主催者振り分け通訳 2 人 



7.2 前日高雄で応援した留学生(女性)が台北まで応援に駆けつけた。 

7.3 台北稲門会・台湾校友会はボランティアの個人ベースで応援参加 

 応援者：長田夫妻 大導寺 羽原 凃世俊 渡邉 6人 

7.4 早稲田ブースは特に人気があり、ブース設営前から訪問者があり大多忙 

 昼食の時間もとれず、コンビニのおにぎりを各人 1 個ずつやっと食べた。 

 

 来場者は学生のほかに父兄が多数参観し、特に親からの質問が多岐にわたった。 

 最初に早稲田ブースに来て説明を受け、それからあちこちの大学のブースを回っ 

 て、さらに早稲田に来て、と言うように同じ学生や親子が何回も訪問し、そのた 

 びに違う質問をする。 

 応援者では答えられない質問が多くあり、しどろもどろになる場面も多発。 

 たとえば、渡邉が受けた質問「早稲田にはビジネススクールはありますか？」 

 渡邉の回答「慶応にはビジネススクールがありますが、早稲田にはありません」 

 そして、大学職員に聞けば、｢早稲田大学院にビジネススクールあり｣とのことで、 

 その質問者が再訪してくれたので、あわてて「早稲田にビジネススクールがあり 

 ます」と説明。｢早稲田の美術学校について説明してください｣との質問。 

 あわてて大学資料を見れば、川口に美術学校あり。しかし回答できないので、 

 かなりの時間待たせて、大学職員にバトンタッチ。 

 早稲田ブースはあまりにも来訪者が多く通行もできない。マスコミも早稲田ブー 

 スを何社も撮影。 

 

８．専門学校の場合はその場で入学を受け付けるところが多く、学生確保に有効である。 

 

９．会場では各種のセミナーや経験談発表、座談会などの規格も並行して行われた。 

 

１０．この種の留学フェアーは毎年、各国が実施している。 

 イギリス留学フェアー オーストラリア留学フェアー 

 アメリカ留学フェアー カナダ留学フェアーなどが常連 

 

１１．台湾の留学熱は特に盛んなので、どの会場も盛況である。 

 

１２．感想：早稲田の人気が高いのは校友としてはちょっぴり誇りに思う 

 しかし、早稲田の試験が難しいのも有名で、人気はあるが、試験突破数が 

 少ないのは心が痛い。 

 特に理工科系の留学生がアメリカに比べて極端に少ないのが心配 

 

１３．会場は 5 時で閉幕したが、立ちっぱなしで足が棒になった。そのご、川田会長 

 山田副会長も参加して食事会と反省会を実施。 

若い人はさらに深夜 1時まで反省していたとのこと。 

 

来年もがんばります！！  以上 


